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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 365.5 ha

平成 17 年度　～ 平成 21 年度 平成 17 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都道府県名 北海道 札幌市
さ っ ぽ ろ し

東雁来
ひがしかりき

地区
ち く

計画期間 交付期間 21

①　市民生活の質の向上による人口定着
②　良好な産業立地基盤の供給による地域経済の活性化
③　地域の魅力の向上と交流の活性化

　本地区は、札幌市中心部から北東へ約７㎞と都心近郊に位置している。地区の南西側は北海道横断自動車道と国道２７４号に接し、近接して雁来ＩＣがあり、さらに、国道２７５号が地区を貫通しているなど道内主要都市への交通利便性に優れた環境
にある。また、地区の南東側は豊平川緑地を有する一級河川石狩川水系豊平川に接し、北西側は『モエレ沼公園』、『サッポロさとらんど』が近接しているなど自然環境に恵まれている。
　一方、地区西側においては、古くから地域の幹線であった三角点通を中心として住宅地が形成されているが、開拓時に区画された農地毎に宅地造成されたため小区画の街区で形成され、日常利便施設が不足している状況であり、近年において人口
の減少傾向が見られ、地区東側においては、し尿処理場が立地していたことや、幹線道路等の公共施設の整備水準が低いことにより、私道・指定道路に依存した住宅地が点在し、低未利用地が多いなど、土地の有効活用が行われていない。
　そこで、昭和６１年のし尿処理場の廃止を契機として地域住民からまちづくりの機運が高まり、市内において不足している工業・業務系用地や大規模商業施設用地の供給、及び良好な環境の住宅地の造成を目的として、平成８年度から東雁来第2土地
区画整理事業に着手している。

①　本地区は、買い物などの日常利便施設が不足し、一部、私道に依存し下水道も未整備で、良好とは言いがたい住宅地も存在する。また、近年においては地区内人口の減少がみられることから、住民生活の質を向上させ、人口の
　　 定着を図る必要がある。
②　本市において分譲中の工業・業務系用地は残り少なくなっており、新たな需要に応えるため、交通利便性に恵まれた本地区において産業立地基盤を確保することで、地域経済の活性化を図る必要がある。
③　本地区は、都心に近く、交通利便性が高いにもかかわらず、し尿処理場が立地していたためイメージが悪く、まちとして本来あるべき交流機能が長年妨げられてきたことから、核となる施設を整備し、魅力を高める必要がある。

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 16 21

㎡ 16 21

千人／年 16 21

（3）既存の計画等における計画区域の概ね5年以上先の将来ビジョン
○札幌圏都市計画 都市計画区域の整備・開発及び保全の方針において、当地区は、「都市基盤施設整備、宅地供給、スプロール防止を目的として、土地区画整理事業をおおむね10年以内の実施を予定され、現在施行中である。また、地区内の東雁
来公園についても、概ね10年以内に整備予定」とされている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

（1）地方自治法に基づく総合計画
○第4次札幌市長期総合計画（計画年度Ｈ12～Ｈ31）において、当地区は「高速自動車道のインターチェンジが近いという立地条件を生かし、工業・流通業区関連用地と住宅地の整備が進められており、将来の産業拠点を担う役割が期待される。」と記さ
れている。

（2）都市計画に基づく都市計画に関する基本的な方針
○札幌市都市計画マスタープランでは、「持続可能なコンパクト・シティへの再構築」を目指し、今後増加する人口は市街化区域内に誘導し、日常生活との関連の強い基礎的な都市機能は、市街化区域において、身近な範囲で提供されることを基本とし
ている。また、「さまざまな人が住み、多様な活動が展開される場としての都市の魅力と活力を一層高めていくため、多くの人が集まり交流する場の空間づくりをとくに大切にしていく」としている。さらに、工業地・流通業務地については、道路基盤などと対
応した集約的な土地利用により、業務の利便の確保と周辺市街地環境との調和を図ることとしている。
当地区は低層住宅の住環境の保全を図ることを基本に、戸建住宅を主体としながら地域の住環境と調和する集合住宅や生活利便施設が必要に応じ立地する住宅市街地の形成を目指す郊外市街地に位置づけられている。

0

商業・業務床面積 計画区域内の商業・業務系利用の床面積（1,000㎡以上） 良好な産業立地基盤の供給による地域経済の活性化状況を、商
業・業務床面積で評価する

10,800 17,100

定着人口 計画区域内の人口増加率 市民生活の質の向上による人口定着状況を、人口増加率で評価
する

-1.1

575交流人数 １年間に近隣商業施設、スポーツ交流施設、福祉交流施設
を訪れる人数

地域の魅力の向上と交流の活性化状況を、主要施設の来訪者数
で評価する

7



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○地域資源の活用等について

　・地区内に存在する、雁来の自然樹林を活かした公園整備を実施する。
　
○住民・ＮＰＯ等の活動について

方針に合致する主要な事業

＜生活環境の向上＞

　生活の質の向上を図るため、街路事業、公共下水道事業および土地区画整理事業により良好な宅地を造成するとともに、民間により近隣
商業施設を整備し日常の利便性を高める。さらに、自然や人とのふれあいの場を提供するため、緑地を整備する。

・土地区画整理事業（区画道路（8ｍ～12ｍ）の整備）

(関連事業）
・街路事業、都市公園事業、河川事業、公共下水道事業、近隣商業施設整備
・緑地整備（隣接する豊平川堤防緑地との一体的な整備も含めて整備内容を再検討中）

＜産業立地基盤の供給＞

　工業・業務系用地の需要に応えるため、地区の特色である交通利便性を最大限に活かし、街路事業および土地区画整理事業により産業
立地基盤の造成を図る。
　また、業務系用地と住宅地との調和のため、緩衝緑地帯を整備する。

・土地区画整理事業（区画道路（8ｍ～12ｍ）の整備）

（関連事業）
・街路事業、公共下水道事業
・緑地整備（隣接する豊平川堤防緑地との一体的な整備も含めて整備内容を再検討中）

＜交流機能の向上＞

　地域の魅力を高め、地区内外の交流を活性化させるため、都市公園事業等と連携して、スポーツ交流地区整備・福祉交流地区の整備を行
う。また、集客力のある近隣商業施設の整備および交流機能促進の検討を行う。

・土地区画整理事業（区画道路（8ｍ～12ｍ）の整備）
・地域創造支援事業（広場など多目的に利用できる雨水調整池整備）
・事業活用調査（多機能複合交流地区の大画地の活用策の検討）

（関連事業）
・都市公園事業、河川整備、近隣商業施設整備、スポーツ交流地区整備、福祉交流地区整備
・緑地整備（隣接する豊平川堤防緑地との一体的な整備も含めて整備内容を再検討中）

○住民・ＮＰＯ等の活動について
　
　・三角点通を中心に花と緑のまちづくりに取り組んでいるＮＰＯ法人があり、長年にわたる植樹・花壇づくりなどの地域緑化活動が評価され、第２２回「緑の都市賞」審査員委員長奨励賞
　　（地域緑化部門）（財団法人都市緑化基金と読売新聞共催）を受賞している。

○交付期間中の計画管理について
　
　・事業の進捗による計画目標の達成状況について、指標を用いたモニタリングを実施する。
　・計画の内容及び事業の進捗状況について、広報紙「ふれあい情報」の発行や説明会を定期的に開催し、住民等に対して継続的な広報活動を行う。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業 札幌市 直 210.8ha 14 21 17 21 4,198 3,963 3,963 3,963

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

交付対象事業費 4,167 交付限度額 1,666 国費率 0.4

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間事業
細項目

事業主体事業箇所名
（参考）事業期間

東雁来第2地区

住宅市街地
総合整備
事業

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 4,198 3,963 3,963 3,963 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

札幌市 直 13,971㎡ 19 20 19 20 199 199 199 199

0

0

札幌市 直 － 19 19 19 19 5 5 5 5

0

0

0

合計 204 204 204 204 …B
合計(A+B) 4,167

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

札幌市 国土交通省 ○ 13 23 5,339

札幌市 国土交通省 ○ 14 18 936

札幌市 国土交通省 ○ 18 23 2,104

札幌市 国土交通省 ○ 13 32 9,968

国土交通省 国土交通省 ○

札幌市 国土交通省 ○ 9 29 5,863

民間事業者 ○ 18 19

ＮＰＯ法人 ○ 17 18

札幌市 厚生労働省 ○ 17 17 2,036

札幌市 国土交通省 ○ 8 29 50,100

合計 76,346

東雁来ショッピングセンター

雁穂さかえ通

都市公園事業 東雁来公園外

河川事業
雁来川

豊平川

うち民負担分

0

0

規模

－
多機能複合型交流地区の大画
地活用策の検討事業活用調

査

まちづくり活
動推進事業

事業

住宅基盤事業（街路・公園）

事業期間

東雁来第２地区

（いずれかに○）

札幌サッカーアミューズメントパーク

街路：雁穂さかえ通、雁穂めぐみ
通、
雁穂みのり通、東雁来通、雁来
川通

事業主体

土地区画整理事業

福祉交流地区整備

地域創造
支援事業

2号雨水調整池

全体事業費

広場など多目的に利用できる
雨水調整池整備

公共下水道事業

スポーツ交流地区整備

街路事業

近隣商業施設整備

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目

所管省庁名

茨戸処理区

事業箇所名

自閉症者自立支援施設



都市再生整備計画の区域

　東雁来地区（北海道札幌市） 面積 365.5 ha 区域

札幌市東区東雁来6条1～3丁目、東雁来7条1～3丁目、東雁来8条1～4丁
目、東雁来9条1～4丁目、東雁来10条1～4丁目、東雁来11条1～4丁目、
東雁来12韓14条2～4丁目、東苗穂6～15条3丁目、東苗穂12～15条4丁目



定着人口 （％） -1.1 （　16年度） → 0 （　21年度）

商業・業務床面積 （㎡） 10,800 （　16年度） → 17,100 （　21年度）

交流人口 （千人/年） 7 （　16年度） → 575 （　21年度）

目標
①　市民生活の質の向上による人口定着
②　良好な産業立地基盤の供給による地域経済の活性化
③　地域の魅力の向上と交流の活性化

代表的
な指標

東雁来地区（北海道札幌市）　整備方針概要図


